


産地とユーザー、
設計者の顔が見える関係
諸塚村方式産直住宅ネットワーク

木材産地現場見学 「葵枯らし風景を訪ねて」 碧塚村役場

諸塚村方式産直住宅⑤ao982 65 1111

漆 二共生 %移 〕疹の発信

わが諸塚村は、九州山脈の奥地、天

孫降臨伝説のある旧高千穂郷の一角

にある小さな山村である。周囲を千

メートル級の山々に囲まれ、村上の

95%が 山林、宅地はわずか 1%し か

なく、人口2,402人、799世帯が標高

180～800mに 点在する88の集落に点

在 して暮らしている。

山林の98%が 民有林であり、人工

林率73%と 高いが、針葉樹と広葉樹

(クヌギ、ナラ)を 7:3の 割合で植

樹しているモザイク林相と呼ばれる森

は、水質保全と小動物の生息地にも

なっていて、環境にやさしい美 しい森

として全村を覆っている。また整備率

日本一といわれる車道密度56.4m/

haの道路網がその山々を巡っている。

この分散した集落とモザイク林と道

路網が、森林と集落を一体化させ、

行き届いた森林管理 ・環境保全を可

能にしている。その実態は、学者たち

の間では林業政策研究のメッカと言わ

れるほどである。都市の経済性、効率

性の視点ではとても考えられない厳し

い環境条件の中で、森の恵みに感謝 し

ながら、築いてきた先人たちのバランス

感覚と知恵には尊敬の念がたえない。

逐漉霧力多れ当だ物 彰汐〕タ

主産業は林業であるが、木材価格は

低迷 して回復の兆 しすらない中、よ

く 「国産材は高いJ「外材の方が良
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い」と言われる。本当に国産木材は

高いのか ? 使われていないのか ?

林業白書によると平成10年度の木

材の自給率は21%で ある。ただ製材

用材では36%、 柱角材に限ると民間

の調査で45%と いう試算もあるほど

で、量では国産材のシェアは
一時期

より回復しつつある。米国を中心に

(伐り尽 くしたことによる)外 材の

急激な供給力の低下と、日粗材の増

加など品質低下によるところが大き

な原因で、そのわりに、決 して外材

価格は下がっていない。さらに国産

材価格が大きく低下し、大手メーカー

が国産材に回帰 してきたことも一因

になっている。

実は国産材は、意外と使われてい

たのだなどと、言んでいる場合では

ない。国産材価格の急激な低下は、

山元に壊滅的なダメージを与えてい

る。スギ丸太価格が11,000円/ぷ を

切る事態は、伐採経費と育林費用を

考えると林業家にとって収益ゼロと

いう状況である。もはや産業ではな

いと言う人もいる。それでも国産材

供給量が確保されているのは、皆伐

後に山主が再造林をしないで森林を

放棄することを前提にした財産処分

のための伐採事例が増えていること

も一因である。まるでデパー トの倒

産閉店セールである。近い将来全国

1,000万haを 超える人工林の大部分

が、建築材の供給能力のない荒廃 し

た山林となる可能性は否定できない。

,こ望 ま力 あ どを

いくつかの木材産地では、木材市場の

成長と資源の供給量の増加を見込ん

で、大型工場を整備 し、大量生産に

よるコストダウンを期待して生き残ろう

としている。工業生産の流通システム

上でスタンダード化された木材製品を

供給するシステムを考えるときは、量

カサベてであり、より大きなものが
一人

勝ちする消耗戦の世界になる。外材に

対抗して安い国産材を大量に供給する

こんな方法は、しょせん小さな山村だ

けで取り組むには限界がある。

国産材が使われない本当の原因は、

もっと身近にあるのではないか。確

かにバブル時代以前は、無節の高級

材が山を潤したのかもしれない。 し

かし、現在家づくりの現場では、無

節の高い材より、品質の安定 した生

節 (小節)の 一等材の規格商品の方

が好まれている。余計な手間をかけ

ず、捨てる無駄のない商品を適正価

格で供給することが求められている

のではないか。生産者や工務店の無

節信仰や高級材志向が、建て主のニー

ズに対 して価値意識のずれを生み、

すぐに用意できない、乾燥 していな

い、ばらつきがある等々、欠陥商品

と言ってもよい売れない商品を生む。

宅″りま方どを

諸塚村産直住宅は、1997年か ら開始

している木材供給型の産直住宅シス

テムで、不振の一次産業型林業から

付加価値型の林業生産への移行のひ

とつの方法論である。諸塚村と諸塚

上 ・右上/宮 崎T邸 (表N017) 高鍋町 K邸 (表N016)

リス ト 2001/2/28現在

名件物 峻工時期 1  所在地 種 途用 設 計 施エ 積面床

13 K某子店 Hl1 9/末 宮崎県都城市 新 築 舗店 自然計画 (株)下森建装 300 RT

15 邸 H l l  1 2 / 末 熊本市 築新 住 宅 白木力建築設計室

創建 設計事務所

(合)三友工務店 市

邸 Hll 12/末 宮崎県高鍋町 築新 住宅■陶芸工房 増ロエ務店(株) 甫

邸 Hll 12/末 市崎宮 新 築 宅住 柴 設計 (有)今村建設 甫

邸 H123/末 鹿児島市 新 築 住 宅 建築工房 自然木 直 宮 甫

邸 市間県岡福 新築 宅 (有)コア企画 (有)コア企画

23 邸  I H133/末 福岡県田主丸町 築新 住宅 土公建築 環境設計室 帝

邸  ‐日ヽ212/末 熊本県七城町 新 築 宅住 自然計画 (有)小椋住宅 151 Ff

K邸   I H133/末 旅本市 案新 往宅 小川建築設計 (合)三友工務店 市

邸 H133/未 鹿児島市 築新 宅住 建築工房 自然木 直 宮 市

邸 H 1 3 5 /末 目岡県大野城市 集新 住宅 土公建築 環境設計室 梅野工務店 甫

邸 H 1 3 6 /末 熊本市 新 築 住 宅 自木力建築設計室 (株)E坂建設 市

Yグループホ H133/末 旅本県玉名市 新薬 住 宅 旅本家づくりの全 岩下建設 市
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村森林組合、森林作業の第ニセクター・

ウッドピア諸塚の共同プロジェクト

チームで運営 している。

川上 (木材産地)と サ|1下 (住宅地)

が人的ネットワークを構成 し、主に

木材産地が情報発信 して、コーディ

ネートする方法をとっている。 この

プロジェクトでは、セミナーや山村

へのツアーなどを企画し、双方の交

流の中で森林資源の大切さや山村文

化を再評価する活動を通 して、単な

る素材の直売や観光開発に終わらな

い、人にも、地球にも優しい運動の

展開を図っている。できるだけ、建

て主や設計者、工務店に木材生産現

場に入ってもらい、さらに木材生産

者が上棟式や竣工式に参加するなど、

木材生産者と建て主と家づくりの現

場がお互いの顔の見える流通の仕組

みをつくることに力点を置いている。

木材を半世紀かけて育てた者と、今

後半世紀以上そこに住まおうという

建て主が交流するものがたりは金で

は買えない。

また、九州エリアが建て主と顔の

見える関係を構築するためには限界

のエリアでもあり、家づくりにはそ

こで育った木材を使うという地域材

を意識し、九州限定の供給としてい

る。その方が輸送にも無駄なエネル

ギーを使うことがない。

4年 目の2000年末で受注実績が通

算33棟となり、徐々に軌道に乗 りつ

つある。何よりの強みは、都市のネッ

トワークの方たちの協力と理解であ

る。また1998年から葉枯 らし木材に

よる自然乾燥木材の数量限定供給方

式を導入できたことが大きかった。

その数年前から必要性が言われてい

たものの、市場ではなかなか評価さ

れていなかった伝統的な素材生産の

方法だが、産直住宅だからこそ生か

される方法と言える。

まだまだ不十分ながらも乾燥材を

かなり意識 した品質管理体制の確立

を図れたことで、ある程度の評価を

いただけるようにはなってきた。そ

の意味では製材 ・加工を行なう森林

組合木材流通加エセンターが乾燥材

と加工技術の高度化にいち早 く取 り

組めたことも大きい。建築現場の工

程と木材発注のタイミングをある程

度コントロールできれば、自然乾燥

木材の家づくりも決 して夢ではない

と思えるようになってきた。

2001年度は、加エセンターの生産

体制の限界から年間供給木材積500ぷ

(12棟)の 限定供給体制で動いている。

将来の目標は、加エセンター全生産

量の10%に あたる2,000ぷ (50棟)を

産直住宅に向けることとしている。

家ゲぐク才ノかタータのグオ

山村と都市との諸塚村方式産直住宅

ネットワークは、家づくり塾方式とい

う新たな展開を模索中である。具体

的には、九州各地の賛同者のネットワー

ク組織と協力して、定期的に木材な

ど自然派の家づくリセミナーや木材産

地ツアーを開催している。すでに熊本 ・

鹿児島は数回のセミナー・ツアーを実

施していて、宮崎も今年から本格的に

取り組み始めたところである。

この家づくり塾方式で実感したのは、

これまで以上に建築家の意識が山に

向いてヽヽることである。また、木材生

産者も都市の建築の現場に関わる貴

重な機会を得て、自分が育て、製材

した材が使われて家ができる喜びを知

り、木材生産のプロとしての意識を高

めることができている。今後の林業の

活性化のためには、経済的問題も大

きいが、都市との交流によるこれらの

貴重な体験を無形の財産としたい。

この春、諸塚村の森林組合所有の

山林に産直住宅ネットヮークによる

「交流の森づくり」を企画している。

ドングリやウメやクリなど実のなる

木を植えて、産直住宅で縁のできた

人たち同士が楽しんだり、リフレッ

シュしたりする森をつくるのである。

木材を伐採 して家をつくって終わる

関係でなく、そこからはじまり、そ

して次の世代へと向かうネットヮー

クの拡大を願ってやまない。

(やぶさ。たかひろ/宮崎県東臼杵郡諸塚村役場企画課建紺D

鹿児島M邸 (P49の 表N019)

賜場呼■!瑚任|―ヽ‐/11.!え■
上・下/七城町S邸 (P49の表N024)
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